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◎通常の状態

◎今回の事故直前の状態
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02.新法人の事業

(1)動燃の現行事業の分類

動燃の現行事業を第 2部の改革のデザインで述べた分類に当て
はめ、大別すると次表のような分類が考えられる。

レバリレ0 ・フロンティア研究の一部
レバリレ 1 フロンティア研究の一部

先進的核燃料サイクル技術開発
レ^リレ2 ・高速増殖炉開発及びそれに関連する核燃料サイ

クル技術開発
・高レベル放射性廃棄物処理処分の研究開発

レベル 3 ・軽水炉再処理研究開発
レバリレ4 ウラン濃縮研究開発

海外ウラン探鉱
レベル 5 。新型転換炉開発

(2)新法人で実施すべき事業

世界における潮流と先駆者たる新法人の役割を踏まえつつ、第
2部に描かれた存在意義、ビジョンに照らし合わせれば、新法人
は、核燃料サイクルの確立に向け、公共性が高くリスクの大きい
研究開発であつて、特に、技術の実用化と安全性の向上を目指し
たプロジェクト指向型の研究開発に徹することが適当であり、新
法人が実施すべき事業を整理すると次のとおりである。

①新法人の基本となる研究開発
新法人における事業の中核は、実用化の確度が高く、経済性
の推定も可能であり、長期的かつ重点的に実施されるべきもの
であり、次の2つの事業を新法人の中核的事業として位置づけ
ることが適当である。
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高速増殖炉開発及びそれに関連する核燃料サイクル技術開発
高レベル放射性廃棄物処理処分の研究開発

高速増殖炉開発及びそれに関連する核燃料サイクル技術開発
は、将来的に核燃料サイクルの中核をなす研究開発であり、我
が国の将来、更には、人類の未来を見通したグローバルなエネ
ルギー・セキュリティの確保に資する極めて公共性の高い研究
開発であることから、新法人においては、その研究開発を着実
に推進していく。その際、高速増殖原型炉 「もんじゅ」を含む
我が国の高速増殖炉の将来のあり方に関しては、現在、原子力
委員会「高速増殖炉懇談会」で審議が行われているところであ
り、その審議結果、及び「財政構造改革の推進について (平成
9年 6月 3日 閣議決定)」 を踏まえつつ、適切な対応をとる。
また、高レベル放射性廃棄物処理処分は、整合性のある原子

力開発利用の観点から残された最重要課題として位置づけられ
ており、新法人は、その研究開発を中核推進機関として着実に
推進していく。

②先進的核燃料サイクル技術開発等
レベル 1に分類される先進的核燃料サイクル技術開発とフロ

ンティア研究の一部等、上記の中核的事業に関連する目的の明
確な基盤技術研究については、新法人において実施されること
が適当である。その際、大学、原研等関係機関との共同研究の
積極的推進に配慮する。

③軽水炉再処理研究開発
軽水炉再処理研究開発については、当面レベル 3に位置づけ
られる。東海再処理工場では、当面電気事業者からの契約によ
る役務や、新型転換炉 「ふげん」からの使用済燃料の再処理等
を実施するとともに、現在建設中の六ヶ所再処理工場の運転要
員の養成訓練にも役立てる。六ヶ所再処理工場が安定的に操業
を実施する段階となれば、軽水炉再処理研究開発はレベル 4と

-6-



なるが、その後においても、東海再処理工場は高速炉燃料再処
理等の技術開発を行 う施設としての活用を検討することにな
る。その場合には、高速増殖炉研究開発の一環と位置づけら
れ、レベル 2と なる。

(3)事業の整理縮小

①他の研究機関への移管
レベル 0に位置づけられるフロンティア研究の一部について

は、基本的に原研等へ移管、または廃止する。

②民間への技術移転
レベル 4に位置付けられるウラン濃縮研究開発については、

動燃の技術を基に、事業化が進められていることから、新法人
として、技術、人材面等で協力しつつ、民間に技術移転する。
また、動燃人形峠事業所のウラン濃縮原型プラン トについて
は、立地地元自治体等とも協議し、適切な過渡期間をおいて運
転を停止し、濃縮機器の廃棄技術の研究に活用する。
同様に、レベル 4に位置づけられる海外ウラン探鉱について

は、基本的に民間活動に委ねることとし、現在の鉱区の権益に
ついては、外国、共同事業者等に配慮しつつ、適当な過渡期間
をおいて、民間に移管するか、または廃止する。

③撤退事業
レベル 5に位置付けられる新型転換炉開発については、その

役割が終了しつつあることから、基本的に撤退する。 「ふげ
ん」については、立地地元自治体等とも協議し、適切な過渡期
間をおいて運転を停止し、廃炉研究に活用する。
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